
神奈川県立横浜修悠館高等学校 

令和８年度 第１回学校運営協議会 議事録 

 

１ 日時 令和８年７月 23日木曜日 15時 00分～17時 00分 

２ 会場 会議室（オンライン併用開催） 

３ 出席者 

【学校運営協議会委員】 

時乗 洋昭 （元横浜修悠館高等学校長・NPO全国通信制高等学校評価機構事務局長） 

増田 謙太郎 （東京学芸大学教職大学院教授）※オンライン参加 

山中 卓 （横浜市立中和田小学校長）  ※オンライン参加 

松田 哲治 （横浜市立中和田中学校長） 

山村 政彦 （和泉中村町内会長） 

菱 よしみ （泉区上飯田地区主任児童委員） 

吉田 勇一 （横浜市こども青少年局青少年部青少年育成課長） 

阿部 義雄 （横浜修悠館高等学校 保護者コミュニティ代表委員） 

岩間 美由紀 （湘南・横浜若者サポートステーション コーディネーター） 

野中 幹子 （本校校長） 

 

【本校職員】 

小林 匡希(副校長）、青山晃(教頭）、山口眞喜子(事務長）、筏有司(総括教諭)、 

大城省吾(総括教諭)、深田幸宏(総括教諭)、山藤将之(総括教諭)、柳谷智子(総括教諭)、 

小林龍介(総括教諭)、坂井一郎(教諭)、増尾佐紀(教諭)、堀内宏基(教諭) 

 

４ 資料 

（１）第 1回学校運営協議会次第 

（２）学校運営協議会運営計画書 

（３）生徒動向説明（令和８年６月末現在） 

（４）学校要覧 

（５）学校案内 

（６）文科省事業（第６期）における教育研究活動 

（７）カリキュラムマネジメント概念図 

 

５ 議事内容 

（１）開会・校長挨拶・委員長選出 

・校長挨拶の後、出席者の自己紹介を実施。 

・委員長の選出が行われ、時乗委員が委員長に選任・承認された。 

・委員長挨拶：不登校関連施策や通信制高校を巡る最新の制度改正動向が紹介され、今後は通信制高校 

においても特別活動や協働的な学びの充実がより重要になると説明された。 

 

 



（２）本校の概要とグランドデザイン・生徒動向について 

・グランドデザイン：学校教育目標である「共生社会の担い手として、新しい自分に挑戦し、社会をた

くましく生き抜く人材の育成」に基づき、「自己肯定感の育成」と「挑戦する力の育成」を重点に掲げ

る旨が報告された。 

・生徒動向：令和 8年 6月末現在の在籍者数は 2,439名（新入生 451名）で県内最大規模。支援を必要

とする生徒や手帳所持者の割合が増加傾向にある一方、オンラインレポート導入後も提出状況は良好

であり、進路実績も向上していると報告された。 

 

（３）令和７年度実施結果を踏まえた令和８年度学校目標等 

各担当より、今年度の重点取組が報告された。 

・学習指導：計画的な学習支援体制の構築と授業改善。 

・生徒指導・支援：事例共有・研修の実施、文化祭等の行事や生徒会活動の活性化。通級指導や居場所

カフェ等の支援体制の充実と連携強化。 

・進路指導：就職・進学支援の強化（卒業生による講話、総合型・推薦型選抜への対応）。 

・地域協働・学校広報：ボランティア委員の広報活動参加や「修悠館フラッシュ」の配信強化。 

・学校管理・運営：オンラインスクーリングの検証、防災体制の充実、働き方改革の推進。 

 

６ 協議・意見交換 

（１） 学校運営および生徒支援に関する意見交換 

・自己肯定感の育成：結果だけでなく過程（努力やプロセス）を評価する観点が不可欠であり、行事や

地域イベントといった特別活動を通じた成功体験の積み重ねが重要であるとの意見が出された。 

・保護者への情報発信：支援制度や研修会の情報が届きにくい課題が示され、保護者コミュニティとの

連携強化が提案された。なお、情報の精選や紙媒体とオンラインの適切な併用が必要であると確認さ

れた。 

・地域連携・居場所づくり：地域のボランティア活動への参加が社会とのつながりにつながることや、

校内の居場所カフェ等が生徒の安心感と成長を支えている事例が共有された。 

・小中学校・関係機関との連携：卒業後の進路未定者に対する継続支援や自立に向けた意識醸成の必要

性が示された。また、本校の存在が不登校や特別な支援を要する小中学生・保護者の安心材料となっ

ており、今後も情報発信と連携を進めることが求められた。 

 

（２） 文科省事業（第 6期）における教育研究活動について 

・研究内容：「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実」をテーマとする取組が報告された。アンケ

ート結果から生徒の学校満足度は高いものの、自宅学習時間の確保が課題であると報告された。 

・委員意見：通信制高校だからこそ協働的な学びの経験が貴重であること、オンラインを対面活動への

入口として有効活用すること、研究成果の継続的な外部発信を期待する意見が出された。 

 

７ 事務連絡および閉会 

・次回予定：第 2回学校運営協議会は 11月開催予定。悠遊祭（文化祭）は 10月 24日(土)開催予定。 

・校長終わりの挨拶：本日出された貴重な助言や提案を、今後の学校運営および教育活動の改善に反映

させていく旨が述べられ、閉会した。 


